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【　途中の式や計算など　】
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　点，を通る直線が点，を通る直線と平行になるとき，

線分を底辺としたときの△の高さと△の高さが

等しくなるから，△の面積と△の面積が等しくなる。

　点，を通る直線をとする。

　直線と点を通り軸に平行な直線との交点を，直線と

点を通り軸に平行な直線との交点をとする。

　点と点，点と点，点と点，

点と点を結んでできる四角形は

，が成り立つから平行四辺形になる。

　よって　＝　　①　が成り立つ。

　ここで，


，
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より，曲線の式は　
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点  ，点 
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，点 


，点 




 となる。

　点  ，点 


を通る直線の式は　
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，点 
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 　と表される。
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　これを整理して　  　
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【　途中の式や計算など　】

 小計 3   小計 2  

（答え）

 



△の面積 △の面積
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
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



線分を延長して，線分と交わる点を

とする。

のとき，より，＝



となり，

：＝：＝



： ＝となる。

△と△（△）において，辺と

辺（辺）が平行であるから，

△△とわかり，その相似比はと

なる。

の長さはであるから，の長さはで

ある。

求める立体－の体積は，三角柱－の

体積から，三角すいの体積と三角すい

の体積を引いたものである。

図の対称性より，三角すいの体積と三角すい

の体積は，どちらも
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となる。また，三角柱－の体積は，

　　　







 
 

である。よって，求める立体－の体積は，

　　　 




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
  となる。

△と△において，

仮定より，だから，

　　　　　＝＝　…　①

また，は共通　…　②

①②より，組の角がそれぞれ等しいから，

　　　△△とわかる。

よって，対応する角の大きさは等しいから，

　　　　　＝　…　③

また，対頂角は等しいから，

　　　　　＝　…　④

に対する円周角は等しいから，

　　　　　（）＝　…　⑤

③④⑤より，＝となる。

よって，△は＝の二等辺三角形である。…　⑥

同様にして，△は＝の二等辺三角形である。…　⑦

⑥⑦より，＝だから，はの中点である

　　　ことがわかる。　
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